
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 

〇ICT機器を活用したことで、作業手
順や道具の使い方を視覚的に理解す
ることができた。
〇年間を通して、道具の使い方につ
いて指導することで基本的な使い方
を身に付けることができた。
〇毎時間、児童が体験したことを発
表させてから作品作りに取り組むこと
で、より自分の生活と作品えを結び付
けて制作に取り組むことができた。
◎作品作りで頑張ったところや作品
のイメージについて発表する時間や、
友達と作品を見合ってその良さを伝
え合う時間を設けた。それにより自分
のイメージをさらに広げ、学習への意
欲をもって制作に取り組むことができ
た。

〇幼児期に体験したことを基に、自分が表したいことを見付
けて造形活動に取り組むことができる。意欲をもって楽しく
活動することができている。一方で、課題に対するイメージ
を膨らませることが難しい児童も見られる。
〇幼児期の活動から、はさみやのりなど基本的な用具の使
い方を理解している児童が多い。一方で、のりを適量とって
紙の縁に塗ることやハサミを紙を回しながらはさみの使い方
など用具の正しい使い方が身に付いていない児童もいるた
め、基本的な技能の向上を図る必要がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇自分なりのイメージをもたせるために、楽しかったことや嬉しかったことな
ど児童が経験した出来事を発表させる。友達の意見を聞くことで児童がより
イメージを膨らませ、学習に関心をもつことができるようにする。
〇イメージが広がらない児童には個別に声を掛け、見本を提示したり友達
のイメージを共有したりしてどんな作品を作りたいか一緒に考える。また、
“ミニ鑑賞タイム”を設けた後に制作をする時間を設ける。友達のよいところ
を自分の作品にも生かせるようにする。
◎自分が作品をつくる中で、頑張ったところや作品のイメージを発表する時
間や、友達と作品を見合って、作品のよさを伝え合う鑑賞の時間を設ける。
様々な表現の仕方について発想を広げられるようにする。
②学びの内容
○クレパス、はさみやのり、絵の具の使い方など用具の使い方を日常的に
指導し、繰り返しながら正しい使い方を身に付けられるようにしていく。
③学びの方法
○ICT機器を活用しながら、作業手順や道具の使い方を確認し、児童が活
動内容を理解して作品作りに取り組むことができるようにする。

第２学年

○めあてや手順を明確に提示したり、ICTを活用
して用具の使い方を教員が実際にやってみせる
ことで学習の見通しをもたせることができた。造
形的な能力に個人差があるので全体指導の充
実を図ったうえで、個別指導を徹底する。
○年間を通して、既習事項を生かしながらいろい
ろな道具や素材を組み合わせた題材を設定する
ことで繰り返し使い方を確認することができた。
○常時、班で製作を行ったことで友達の作品の
よさを見付けやすくなり、自分の作品イメージを
広がることにつながった。見本を提示することも
効果的だった。
◎活動の途中や振り返りで相互鑑賞の場を設定
し、作品のよさを友達と伝え合う機会を設けたこ
とで、イメージを広げたり制作活動を促したりす
ることができた。

○様々な素材に触れたり試したりすることや、自分が表した
いことを表現することに興味をもって楽しみながら取り組む
ことができる。
○はさみやのりなど基本的な用具の使い方を理解している
児童が多いが、用具の正しい使い方が身に付いていない児
童もいるため、基本的な技能の向上を図る必要がある。
〇絵の具の使用については、楽しんで使用することができ
ているものの扱いに慣れていない児童もいる。３年生からの
絵の具使用に向けて、扱いに慣れさせるようにする。
○教師の見本や写真を提示することで、すすんで造形活動
に取り組むことができた。一方で、提示されたものに寄って
しまい自分なりの発想することが難しい児童もいた。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇自分のイメージが広がらない児童には個別に声を掛け、見本を提示したり、友達
のイメージを共有したりしてどんな作品を作りたいか一緒に考える。
〇児童が関心をもちやすくなるよう発問や教材提示の工夫をする。
◎表現の仕方や自分のイメージについて、さらに発想を広げることができるように活
動の途中で自分の作品のイメージを伝え合う時間や、友達と作品を見合う時間、場
の設定を行うようにする。
◎さらに振り返りで鑑賞の時間を設定し、自分で工夫したところや頑張ったところな
どを伝え合うことで、自分や友達の作品のよさを実感し、次の制作活動への意欲を
高めるようにする。
②学ぶ内容
○年間を通して、既習事項を生かしながらいろいろな道具を組み合わせて使う題材
を設定する。その際、道具の使い方も繰り返し確認し、扱いに慣れさせるとともに、
正しい使い方も身に付けることができるようにする。
③学びの方法
○ICT機器を活用しながら、めあてや使用する道具、そして手順などを教員が実際
にやってみせることで学習の見通しがもてるようにする。全体指導の充実を図ったう
えで、個別指導を徹底する。

第３学年

○低学年で扱ったことがある道具や材料
を組み合わせて扱う題材を提示すること
で、技能の定着を図ることができた。一方
で、定着度合いに個人差が大きい。全て
の児童に、表現の能力を身に付けさせる
ために、全体指導と同時に個別指導を徹
底する必要がある。
○鑑賞の時間を通して友達の活動や作品
から発想を得たり、自身の作品を紹介した
りすることで、自他の良さに気づくことがで
きた。
◎全体指導の場面では児童が興味をもち
やすい発問や資料の提示を工夫すること
で、児童が意欲的に取り組むことができ
た。一方で、学習意欲がもてない児童に
対して、個別指導を丁寧に行い、一人ひと
りの課題に対応していく必要がある。

〇基礎的な道具や材料の扱いについて、習熟度に個
人差がある。自分の思いに合わせて選択して扱うこと
ができるように技能を定着させる必要がある。
○写真や映像を使い、表現する場面を提示すること
で、造形活動に取り組むことができたが、一方で既存
のイメージにたよりがちで自分なりに発想することが
難しかった。
○ 教師主導の作品の鑑賞時間となり、自主性を育た
せることが難しかった。
○図画工作の授業に対して興味関心をもち、どの題
材にも積極的に取り組んでいる。発想がうかばなかっ
たり、技能が十分ではなかったりするために、時間内
に作品を完成することができない児童がいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
○題材ごとに鑑賞の時間を確保し、友達の活動や作品から発想を
得たり、児童が自分で作品の工夫したところを紹介し、自分の良さ
に気づくことができたりする場を設定する。
②学ぶ内容
○低学年で扱ったことがある道具や材料を組み合わせて扱う題材
を提示し、技能の確実な定着を図る。新しく学習する道具や材料に
ついては、映像資料や学習用タブレット端末などを活用して正しく
安全な扱い方を習得できるようにする。
③学びの方法
◎全体指導の場面では児童が興味をもちやすい発問や資料の提
示を工夫したり、映像資料等を活用したりして、全ての児童が意欲
的に取り組むことができるようにする。また個別指導を丁寧に行
い、一人ひとりの課題に対応する。

第4学年

○新しく学ぶ材料・用具と既習事項を組み
合わせて扱う題材を提示したり、十分に試
したりする時間を設定したことで、自信を
もって活動することができた。安全指導に
ついて、映像資料を活用したり、サポート
隊を活用したりすることで、大きな怪我事
故がなく活動できた。
○学習用タブレット端末の活用について
内容を精査する必要がある。教師が実際
に実演して見せることが効果的な場合も
ある。
〇話を聞く姿勢が整うまでに時間がかか
る場面がある。一斉指導を充実させるた
めに、学習規律を確立する必要がある。
◎ふりかえりの視点を明確にして図工ノー
トを記入することができていた。

○これまで扱ったことがある材料・用具については概
ね正しく扱うことができている。
○どの題材でも発想することを楽しみながら取り組む
ことができている。昨年から引き続いて、なかなか発
想することができずに悩んでしまう児童もいるが、前
向きに取り組もうとする意思はあり、支援を受けなが
ら活動することはできている。
○どの題材でも意欲的に学習に取り組み、表現活動
を楽しむことができている。自分の活動の終わりを自
己決定する能力は大切だが、一方で、活動の途中で
満足してしまい、学習を深めることが難しい児童がい
る。

①自分自身の学ぶ姿勢
○４年生ではノコギリ・彫刻刀など、これまでもよりも危険のある工
具を扱う。作品づくりに入る前に、十分に試したりする時間を設定
し、安心感をもって活動に取り組むことができるようにする。安全指
導について、映像資料やタブレットなどを活用して、怪我や事故の
ないように留意する。
②学ぶ内容
◎授業の導入場面で、活動の内容（具体的に何をするか）だけでな
く、活動のねらいや達成して欲しいねらいを指導することで、自分
自身で活動の要点を考えながら取り組めるようにする。
③学びの方法
○学習の途中で相互鑑賞の時間を設けて、互いの活動を見てイ
メージを深めたり、必要に応じてタブレットで検索をして様々な表現
に触れることで、想像の幅を広げたりできるようにする。
  

第5学年

○新しく学ぶ道具・材料と、これまで扱っ
たことがある材料・用具を組み合わせて扱
う題材を提示したり、十分に試す時間を設
定したりすることで、見通しをもって活動に
取り組むことができた。安全指導につい
て、映像資料や板書、教師の実演などの
全体指導と、個別指導を徹底したことで、
大きな怪我事故がなく活動できた。
◎制作の途中で互いの活動を鑑賞する時
間を設定することで、発想を広げることが
できた。
○主体的に活動に取り組むことができて
いた一方で、発想を深めたり、より工夫を
重ねたりする姿があまり見られなかった。
自分なりのイメージを探求できる題材や授
業展開の工夫が必要である。
○ めあてに沿ったふりかえりの視点を明
確にして図工ノートを記入することができ
た。

○材料・用具について概ね扱うことができているが、
安全面から個別の支援を必要とする児童がいる。
○意欲的に活動に取り組み、発想を広げてる児童が
ほとんどだが、「こうしてみたい」という気持ちが広が
る中で、学習のねらいから外れた部分に活動が展開
してしまう様子も時折みられる。
〇自己表現をすることに抵抗感があり、自立して活動
ができず、個別に支援をする必要がる児童が一定数
いる。
○どの題材でも意欲的に学習に取り組み、表現活動
を楽しむことができている。

①自分自身の学ぶ姿勢
○新しく学ぶ道具・材料と、これまで扱ったことがある材料・用具を
組み合わせて扱う題材を提示したり、十分に試す時間を設定したり
して、見通しをもって表現活動に取り組むことができるようにする。
安全指導について、映像資料や学習用タブレット端末などを活用し
たり、教師が実演して見せたりして全体指導を行うと共に、個別指
導を徹底して怪我事故のないように留意する。
②学ぶ内容
◎活動の内容（具体的に何をするか）だけでなく、活動のねらいや
達成して欲しいねらいを、児童自身が意識して活動できるように指
導する。
○担任とも連携をして、児童の実態にあわせて個別の支援をする。

第6学年

○既習事項を生かした題材を提示したり、十分
に道具・材料に触れて試す時間を設定したりす
ることで、全ての児童が自信をもって表現活動に
取り組むことができた。安全面について、映像資
料や学習用タブレット端末などを活用したり、教
師が実演して見せたりしながら、全体指導を行う
と共に、一人一人の児童の見取りを丁寧に行っ
たことで大きな怪我事故がなく活動できた。
◎題材ごとに鑑賞の時間の他にも、制作の途中
で学習用タブレット端末を活用してお互いの活動
を鑑賞することができる時間を設定したことで、
発想を広げたりより考えを深めたりすることがで
きた。
○視覚資料を学習用タブレット端末を活用して提
示したことで、全ての児童が活動の内容を理解
して取り組むことができた。一方で、児童が自分
で手順や表し方を工夫する場面が少なく、教師
主導の授業になりがちだった。児童が主体と
なって活動できる題材提示を工夫する必要があ
る。

○材料や用具の扱いについて一通りの習得はできて
いる。それらの特徴を理解して選んだり、組み合わせ
て使うことができるようにする。安全面から個別の支
援を必要とする児童がいる。
○友達同士で助け合いながら発想を広げたり、協力
したりする姿が多くみられるが、一方で、一人で自立
して最後まで取り組むことのできないのではないかと
思われる姿も少なからず見られる。
○どの題材でも意欲的に学習に取り組み、表現活動
を楽しむことができている。しかし活動がうまくいか
ず、試行錯誤を繰り返す中で、あきらめてしまったり、
やりなおしてこれまでの努力をなかったことにしてしま
う児童がいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
○十分に道具・材料に触れて試す時間を設定したりして、全ての児
童が自信をもって表現活動に取り組むことができるようにする。安
全面について、映像資料や学習用タブレット端末などを活用した
り、教師が実演して見せたりしながら、全体指導を行うと共に、一人
ひとりの児童の見取りを丁寧に行い怪我事故のないように留意す
る。
②学ぶ内容
○児童が試行錯誤する機会は重要だが、試行錯誤の中でうまくい
かずに悩んでいる様子が見られる時には、個別の状況にあわせて
声をかけ、自己実現・達成ができるように支援していく。
③学びの方法
◎交流をする時間を十分にとる一方で、個人で考えたり、集中して
作用する時間を明確に設定することで、現在の良さは残したまま、
じっくり取り組むことができるようにする。

三鷹市立第一小学校　令和6年度　【　図画工作　】科　授業改善推進プラン


